
私たち環境委員会は、組合員への石けん利用を呼びかけています。石けんはすばらしい洗浄力がありますが（エコメール No.6

参照）、食器洗いの際はまず汚れを拭き取ることを伝えています。私たちが毎日使う水。家庭から出た排水がどうなるのか、実際

に目にすることで組合員の皆さんにしっかり伝えたい！そんな思いで今回は委員研修として、下水処理施設を見学してきました。 

施設内の広域監視室では、24 時間下水処理場を監視・運転操作しています。汚水をきれいにするだけなく、水害から街を守る

べく任務にあたっておられるとのこと。また、処理の工程で微生物が大活躍していることを知り、自然の力は本当に偉大であり

私たち人間の営みは自然の循環のごく一部であることを感じました。一人ひとり“自分が流した排水に責任をもつ”ことで、自然

へのせめてもの感謝を表すことができるのではないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参加した環境委員の感想】 

 
家の汚水・道路の雨水 

中継 

ポンプ場 

水再生センターへ 

沈
ちん

砂
さ

池
ち

(約 30分) 

大きなゴミや砂など 

取り除く 最初沈殿池(約 2.5時間) 

小さなゴミや泥をゆっくり流して 

沈ませて取り除く 

2024.10.7 

【水処理工程と汚泥
お で い

処理工程】 

汚水ポンプ 

大雨時などには処理

しきれない一部の 

雨水を４台の雨水ポ
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家庭からの汚水は台所から 40％と一番多く、し尿

30％、風呂 21％、洗濯９％と続く。油やマヨネー

ズ、煮物の汁、米の研ぎ汁やシャンプーなどは、

BOD(生物化学的酸素要求量・有機物の汚染指標)

が高く、処理に時間がかかる。反応槽でたくさん空

気を発生させて微生物をより活性させなければなら

ないので、電気代がかかるということを知った。 

「下水の処理」と言うよりも「雨水の危機

管理」が最大の仕事であり、常に環境を監

視し有事に備えておられるとのこと。処理

場の施設が水没し機能しなくなれば、人の

生活が立ち行かなくなる。この見学で処理

場と気候危機とがはっきりとつながった。

伝えていかなければと強く思う。 

下水道を大切にするために家庭でできる

こととして、油やソースなどを直接流さ

ないことが一番だと伝えたい。フライパ

ンについた油、お皿についたマヨネーズ

やソースなどもウエスなどでしっかり拭

き取ってから石けんで洗う生活をする人

を増やしていきたいと思う。 

白い線は空気の泡 

反応槽(約 8時間) 

沢山の空気を送って微生物を 

元気にし汚れを食べさせて 

水をきれいにする 

最終沈殿池(約 4.5時間) 

再びゆっくりと流して汚泥を

沈め上澄みと分ける 

塩素混和地 

(約 20分) 

塩素で滅菌 

放流ポンプ 

処理水を川へ返す 

濃縮槽(約 8時間) 

汚泥を重力沈降させる 

汚泥脱水機 

薬品を添加し脱水機で水分

を絞り“脱水ケーキ”を作る 

貯留サイロ 

脱水ケーキをトラックで搬出

し農業用肥料にリサイクル 
汚泥貯留槽 

汚泥を貯留し

均質化する 
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異物を除いて沈殿させ、上澄みを

移動させて空気を入れて微生物を

活性化させることが下水処理の主

な仕組みで、ほとんどの処理場が

このシステムだそう。これはまさ

に BMW 生物活性水の仕組みと同

じであることがわかった。 


